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実施計画（案）

• 国際土木委員会の開催
• 第二回国際土木委員会（ 2018年4月）

• 実施計画・パリサミット報告・
• 第三回国際土木委員会（ 2018年11月）

• 東京サミット報告

• bSI国際会議への参加
• 2018年10月16-19日 日本（東京）
• 2019年3月26-29日 ドイツ（都市は未定）
• 事務局より参加案内を送付

• 小委員会の設置
• 国際土木委員会規約第8条に基づき設置
• 詳細は別紙
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参考：スケジュール表
2018年 2019年

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

bSI国際会議への
参加

26-29
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16-19
東京

26-29

ドイ
ツ

国際土木委員会
の開催

25日

第二
回

第三
回

第四
回

小委員会の設置 報告
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※赤枠内が2018年度の実施範囲



・2017年9月21日付けで、bSJとJACICが共同で設置し、12月19日に第1回国際土木委員会を開催

（毎年春秋の2回開催される「buildingSMART International」（以下「bSI」という。）のStandards Summit（国際会議）の開催後1
～2か月程度後に開催することを予定）

参考：国際土木委員会の設置
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参考：国際土木委員会の役割

 bSI国際会議後の情報共有、分野共通事項等の方針検討の場

国内の各分野共通で情報共有、日本としての共通分野の方針検討 （調整、方針合意）

 bSIからbSJを経由してくる情報、要請等の国内関係者への伝達、調整機能

bSIからbSJを経由してくる情報、要請等に対して、国内関係者の共有化と、国内関係者への要請等への対応、
協力等の依頼、国内関係者の対応等のbSJへの返答などを実施

 CIM導入推進委員会国際標準対応WG等とbSJ(bSI)との連絡調整機能

【標準的な手順】

①国際土木委員会が窓口として、作業はbSJ土木委員会（インフラストラクチャ小委員会WG）へ依頼

②成果品について客観性、公正性等の観点から社会基盤情報標準化委員会で審議

③国際土木委員会を経由して国際標準化対応WG等に成果品提示
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